
保健・子育て 健康づくり課保健予防・業務担当（☎ 594-5544）

休日診療（当番医） ₄月₈日～₅月₇日診療時間 9：００～１７：００（時間厳守）

月日 医療機関名 科目 電話

４／１0
（日）

伊 藤 ク リ ニ ッ ク 胃・外・内・整・リハ・皮・泌 5 9 ３ - 5 5 8 8
小林産婦人科クリニック（桶川市） 産 ・ 内 ・ 小 0４8-77３-４１３5

伊 奈 病 院（ 伊 奈 町 ）　 内 ・ 外 　 0４8-72１-３692

４／１7
（日）

藤 倉 医 院 循 ・ 外 ・ 内 5 9 2 - ３ 0 ４ 5
埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

世沢整形外科（伊奈町）整 ・ 内 ・ リ ハ 0４8-72３-9１9１

４／2４
（日）

天 地 ク リ ニ ッ ク 内 ・ 小 ・ 胃 5 9 ３ - １ 7 6 2
加 藤 医 院（ 桶 川 市 ）　 内 ・ 循 　 0４8-77３-１787

埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

４／29
（金・祝）

大 友 外 科 整 形 外 科 整・皮・リハ・外 5 9 １ - 7 0 0 0
おかべ耳鼻咽喉科医院（桶川市） 耳 0４8-772-３４92

埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

５／１
（日）

ひらお内科クリニック 内・心内・神内 5 9 2 - 8 8 6 １
蔵 田 医 院（ 桶 川 市 ） 内 0４8-77１-１４４6

伊 奈 病 院（ 伊 奈 町 ）　 内 ・ 外 　 0４8-72１-３692

５／３
（火・祝）

鈴 木 医 院 　 内 ・ 小 　 5 9 2 - １ ３ １ ３
桶川中央クリニック（桶川市）内 ・ 小 ・ 消 内 0４8-786-6628

埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

月日 医療機関名 科目 電話

５／４
（水・祝）

さ と う ク リ ニ ッ ク 内 ・ 消 ・ 小 5 9 0 - 5 9 7 7
埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

伊 奈 病 院（ 伊 奈 町 ）　 内 ・ 外 　 0４8-72１-３692

５／５
（木・祝）

まつざき整形リウマチクリニック 整外・リウ・内 5 ４ 0 - 6 ４ 6 ３
埼玉県央病院（桶川市）　 内 ・ 外 　 0４8-776-0022

鳥山こどもクリニック（伊奈町） 小 0４8-72３-5557

●桶川北本伊奈地区で広域的に実施しています。
●新聞各紙においても左記医療機関が併記されています｡
●診療科目などは、変更になる場合があります。必ず事前に電話
で確認をとり、健康保険証をお持ちください。

診療時間 日曜日・祝日の9：３0～１2：３0
利用方法 電話で確認をとり、健康保険証をお持ちください。
ところ・問合せ 北足立歯科医師会口腔保健センター
（☎596-0275）※ JR 北鴻巣駅徒歩３分。駐車場あり

歯科休日診療

家庭での対処方法や受診の必要性について、
看護師が電話で相談に応じます。

電話番号　♯８０００番

相談時間　月～土曜日１9：00～翌朝₇：00まで
日曜日・祝日・年末年始₇：00～翌朝₇：00まで

※ただし、IP電話、ひかり電話、ダイヤル回線を
ご利用の場合は、0４8-8３３-79１１へおかけください。

埼玉県小児救急電話相談
休日や夜間、お子さんの急な病気やけがのとき

当番医療機関のお問い合わせは埼玉県央広域消防本部へ

☎597-33０1（自動音声案内）
診療日　毎週月～土曜日（祝日、年末年始［１2
月29日～₁月₃日］を除く）
診療時間　20：00～22：00
診療医療機関　桶川・北本･伊奈地区の医療
機関が在宅当番医（輪番）制で実施（診療日に
よっては市外の医療機関が当番医となります）
診療内容　急患に対する応急処置
その他　健康保険証をお持ちください。夜
間診療となるため、会計等の取扱いが異な
ります。また、受診前に当番医療機関への
電話連絡をお勧めします。

小児初期救急医療体制
（桶川・北本・伊奈地区）

平日の夜間、お子さんが病気やけがのとき

大人の救急電話相談
休日や夜間の急な病気やけがのとき

夜間の急な病気やけがに関して、相談員の看護師がアドバイスします。

電話番号　♯7０００番

相談時間　１8：３0～22：３0（毎日）

（ＮＴＴプッシュ回線、ひかり電話、携帯電話をご
利用の場合）※ダイヤル回線、ＩＰ電話、ＰＨＳを
ご利用の場合は、0４8－82４－４１99へおかけください。

【アレルギー性鼻炎】
　アレルギー性鼻炎は、鼻の粘膜で起こるアレルギー疾

しっかん

患で、くしゃみ、鼻水、鼻
び

閉
へい

が主な症状です。風邪でもこれらの症状は出現しますが、風邪の場合は原因がウ
イルス感染によるもので、鼻症状の他に発熱などの全身症状や頭痛、咽

いんとうつう

頭痛、咳
せき

な
どの症状を伴うことが多いです。今や、アレルギー性鼻炎は日本人の約４割がかかっ
ているとされています。アレルギーをひき起こす原因物質（アレルゲン）は、私たち
の身の回りのいたるところに存在します。
　アレルギー性鼻炎は、年間を通して常に症状がある通年性アレルギー性鼻炎と、
ある季節に症状が現れる季節性アレルギー性鼻炎に分けられます。通年性アレルギー
性鼻炎の原因物質（アレルゲン）は、ハウスダストやダニ、カビ、ペットのフケなどで、
1960年代から気密性の高い西洋式建築物に住む人が増え、暖房によりダニ生息が助
長したことや、ペットと屋内で濃厚に接触する機会が増えたことなどが原因と考え
られています。季節性アレルギー性鼻炎の原因物質(アレルゲン)は、ほとんどが花
粉です。代表的な花粉は春のスギ花粉ですが、戦後の植林事業で1995年以降花粉の
生産能力の高い30年以上の樹齢のスギが増えたことでスギ花粉量は増加し、多くの
人が発症しました。春のスギ以外にも夏の雑草であるカモガヤ、ハルガヤや、秋の
雑草であるブタクサ、ヨモギなどが、代表的な季節性アレルギー性鼻炎の原因物質(ア
レルゲン)となります。
　アレルギー性鼻炎の検査には、鼻炎症状がアレルギーか否かを調べる検査と、原
因物質（アレルゲン）を同

どうてい

定する検査があります。原因物質（アレルゲン）を知ること
は、予防や原因物質（アレルゲン）の排除に役立ちます。
　アレルギー性鼻炎の治療は、原因物質（アレルゲン）の除去と回避、薬物療法(内服
薬と点鼻薬)、アレルゲン免疫療法、手術療法があり、アレルギー症状の程度により
治療法は選択されます。アレルギー性鼻炎の発症年齢は若年化しています。詳しく
は主治医に相談してください。

提供：一般社団法人桶川北本伊奈地区医師会

埼玉県救急医療情報センター

☎０4８－８24－4199（24時間）
　急病等のため緊急の治療が必要になったとき、診療できる医療
機関（歯科を除く）を2４時間体制でご案内しています。

健康豆知識第43回
注
目
情
報

お
知
ら
せ

募
　集

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
子
育
て

安
心
・
安
全

ま
ち
の
話
題

掲
示
板

22 2016年4月１日発行

938_P18-22保健・子育て（校了）.indd   22 2016/03/16   18:34:32

安心・安全 北本市役所　☎591－1111（代表）・FAX592－5997

北本市消費生活相談あれこれ�暮らしの110番

　４月１日から電力の小売りが全面自由化され、各家庭で電
力会社や料金プランを自由に選べるようになります。どの小
売電気事業者から購入しても、電気の品質に変わりはありま
せん。
　各家庭のライフスタイルに合わせて、例えば、電気とガス・
電気と携帯電話などを組み合わせることによる料金の割引プ
ランや、再生可能エネルギーを中心に発電を行う会社から購
入するなど、自由に電力会社を選ぶことができます。しかし、
現在契約中の電力会社のプランに特に不満はなく変更するつ
もりがないのであれば、何も手続きする必要はなく、今まで
どおりの電力会社から供給されることになります。
　最近、電力の自由化に便乗したと思われる勧誘に「電気料
金が必ず安くなる」と電話で勧められ、詳しい話を聞いてみ
ると、自由化とは直接関係のない商品の契約を勧められたと
の相談が多数寄せられています。詳しい条件もわからず、勧
められるがまま契約してしまうのは危険です。どのような条
件で割引になるのか、他の商品やサービスとのセット割引が

条件になることや、長期契約を条件に割引されることもあり
ます。長期契約の場合、中途解約する場合に違約金が必要に
なることも考えられるので、契約時には、解約条件について
も確認しておきましょう。十分に比較検討してから契約する
ことが大切です。また、小売電気事業者は経済産業大臣の登
録を受けた事業者かどうか、まず確認してみましょう。経済
産業省資源エネルギー庁のHPでも確認できます。
　何かお困りの時は北本市消費生活センターにご相談してく
ださい。
  相談窓口
〇北本市消費生活センター（北本市役所市民課内　☎５１１－８８００
　※電話でのご相談も受け付けます。）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）１０：００～１2：００、１3：００～１6：００
〇埼玉県消費生活支援センター（☎０４８－26１－０９９９）
　毎週月～土曜日（祝日・年末年始を除く）９：００～１6：００
〇全国消費生活相談員協会「週末電話相談」（☎０3－５6１４－０１８９）
　毎週土・日曜日１０：００～１2：００、１3：００～１6：００

生活の中で疑問に思っていること、相談したいと思っていることはありませんか？　
市では、生活や法律、教育や健康などの各種相談を行っています。ぜひ、お気軽にご相談ください。

4月８日～5月７日相 談 日

各種相談案内
市のホームページからもご覧いただけます

※相談日が祝日はお休みです。北本市　相談窓口 検 索

相談名 日時 場所 問合せ
行政相談（国や県等への要
望や苦情についての相談） ４月27日（水）　１０：００～１2：００

市役所
市民課相談室

市民課市民相談係
（☎５９４-５５2９）法律相談（予約制） 毎週水・金曜日　１3：3０～１6：2０

市民相談・多重債務相談 毎週月～金曜日　９：００～１6：００

消費生活相談 毎週月～金曜日　１０：００～１2：００、１3：００～１6：００ 消費生活センター（☎５１１-８８００）

人権相談 ４月１９日（火）１3：3０～１５：3０ 文化センター 企画課人権推進・男女共同参
画担当（☎５９４-５５０6）

女性相談（女性相談員によ
るカウンセリング・予約制）

４月１１日（月）・2０日（水）
１０：００～１6：００（１人５０分）

企画課人権推進・男女共同参画担当
（☎５９４-５５０6）

教育相談 毎週月～金曜日　８：3０～１7：００ 教育センター（☎５９１-2１76）

ことばの相談（未就学児対象） 毎週月～金曜日　９：００～１6：００ 児童発達支援センター（☎５９2-８８76）

子どもの相談（育児、しつけ等） 毎週月～金曜日　９：００～１6：００ こども課子育て支援担当（☎５９４-５５37）

緑のなんでも相談 ５月２日（月）　１０：００～１2：００ 総合公園管理事務所（☎５９2-４０５０）

心配ごと相談 毎週水曜日　１０：００～１５：００
総合福祉センター

社会福祉協議会（☎５９3-2９6１）結婚相談 ４月１6日（土）
１０：００～１５：００（受付は１４：3０まで）

ボランティア相談 ４月１５日（金）１3：3０～１５：3０ 市役所
（市民公益活動支援コーナー）

５月７日（土）１０：００～１2：００ 総合福祉センター
内職相談 毎週火・金曜日　１3：００～１6：００ 勤労福祉センター 内職相談室（☎５９１-８５５１）
住宅増改築（新築）･
リフォーム相談

４月１6日（土）、５月７日（土）
９：００～１2：００ 市役所相談室 産業振興課商工労政・観光担当

（☎５９４-５５3０･当日☎５９１-１１１１）
職業相談・雇用相談

（予約制）
毎週水曜日　１０：００～１2：００
毎週木曜日　１０：００～１2：００、１3：００～１6：００

勤労福祉センター内
北本市無料職業
紹介所

産業振興課商工労政・観光担当
（☎５９４-５５3０）
※前日までにお申し込みください。

健康･生活相談 ４月１８日（月）　９：3０～１2：００ 健康増進センター（☎５９１-８2５１）

■電力の自由化に便乗した勧誘にご注意ください
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安心・安全

北本あんぜん情報　第83号 防犯情報配信中
北本メールサービスをご利用ください。

登録は右のQRコードから！問くらし安全課交通・防犯担当（☎５９４－５５22）

防犯情報

振り込め詐欺にあわないために

　平成２７年中、県内では１,１４３件（被害額約３０億８,７２１万
円）の振り込め詐欺被害があり、市内でも１６件（被害額約
４,５４９万円）の被害が発生しました。今年に入っても既に
市内で振り込め詐欺の電話がかかっています。
　昨年の特徴は、
　○�１,１４３件のうちオレオレ詐欺が７０９件（６２％）と多く
なっている。

　○�架空請求詐欺（前年比＋５３件）と還付金等詐欺（前年
比＋８６件）が増加。

　○�還付金等詐欺の振込先は、コンビニ・スーパーの
ATMが多い。

でした。被害者の多くは「自分は騙されない」と思ってい
ても被害にあっています。お金はすぐに「振り込まない」
「渡さない」そして、不審な電話があったら家族や警察に
相談しましょう。

児童の声による、下校見守り放送を始めました！

　子どもたちの安心・安全のため、３月上旬より「下校見守
り放送」を開始しました。月～金曜日の１４：２０から防災行
政無線より児童の声を録音したものを放送しています。

刑法犯認知件数減少

　平成２７年中、北本市内の刑法犯認知件数は４７０件であ

り、前年と比較して２２件減少（増減率－４．４７％）しました。
特に街頭犯罪の、オートバイ盗、自転車盗、車上ねらい、
部品ねらいが大幅に減少しました。

平成27年 平成26年 平成25年
件数 前年比 増減率 件数 件数

街
頭
犯
罪

路上強盗 １ ＋１ 皆増 0 0
ひったくり 0 －１ 皆減 １ 7
オートバイ盗 １4 －7 －33.3% 2１ １2
自転車盗 １04 －40 －27.7% １44 １20
自動車盗 5 +2 +66.6% 3 6
車上ねらい １3 －8 －38.１% 2１ 28
部品ねらい １0 －7 －4１.１% １7 １9
自動販売機ねらい 2 －4 －66.6% 6 9

計 １49 －64 －30.0% 2１3 20１
侵入窃盗 68 +2１ +44.6% 47 57
刑法犯 470 －22 －4.47％ 492 477

交通情報

春の全国交通安全運動（４月６日（水）～15日（金））

　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
け、交通事故防止の徹底を図りましょう。
県の重点目標
○子どもと高齢者の自転車乗用中の交通事故防止
◦�自転車は車両です。交通法規を守りましょう。車道通
行が原則、歩道は例外です。車道では、左側端に寄っ
て通行しましょう。
◦�やむを得ず歩道を走る場合は、歩行者優先を遵守し、
車道寄りを徐行しましょう。
◦�交差点では信号を守り、一時停止、安全確認を必ず行
いましょう。
◦�見通しの悪い交差点を通行するときは、徐行または一
時停止をして十分に左右の安全を確認しましょう。

◦�飲酒運転、二人乗り、並進、傘差し、携帯電話やイヤ
ホンの使用などの危険な運転は絶対にやめましょう。
◦�定期的に自転車の安全点検、整備を行いましょう。
◦�自転車が加害者となり、重い損害賠償責任を求められ
る事故が発生しています。賠償責任保険に加入しま
しょう。
◦�夕暮れ時や夜間に自転車を利用するときは、明るい色
の衣服や反射材を身に着け、必ずライトを点灯しま
しょう。
◦�幼児や児童が自転車を運
転するときや、幼児や児
童を自転車に乗せるとき
は、ヘルメットを必ず着
用させましょう。
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